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１．研究概要(目的・狙いなど) 

 本研究ではメーカーの担当者が、「製品の販売続行・終了を判断する基準とは何か」を明らかにする。この研究をすることによっ

て、企業が生き残るために的確な製品ミックスを作成することの一助となる。製品の収益が低下していても、販売続行する製品と

販売終了する製品があることに疑問を持ち、研究を始めた。 

２．研究テーマの現状分析(歴史的背景、マーケット環境など) 

 私たちは、企業が製品ミックスと事業撤退をどのように考えるべきであるかを明らかにするため、既存研究を整理した。その結果、

以下の 2 つのことが明らかになった。 

①製品ラインの拡張および充実で留意しなければならないことは、製品ラインの「最新化」と「絞り込み」である。 

(あ)製品ラインは最新化しなければならない。特に変化の早い市場では、最新化は絶えず行われている。これは、企業が価

値観、高価格のアイテムへ顧客移動を促すような改良を企画するうえで重要なことである。また、ラインの絞り込みも定期的

に行う必要がある。製品ラインの利益を減らすような無用なアイテムがあるかもしれないからである。競争力、収益性の弱いア

イテムであるか否かは、売上・コスト分析によって見つけ出すことができる。(鷲尾；2017) 

(い)経営陣は、既存製品の撤退よりも新製品の追加のほうが容易いと考えがちである。しかし、実際には製品や製品ライン

の数が増加するにつれて、経営陣が考えるべき問題の範囲は幾何数的に拡大していく。既存製品を適切なタイミングで製

品ミックスから除去しないと、過去の主力製品を余らせ、将来の主力製品が足りなくなるという偏った製品ミックスになってし

まう。過去の主力製品は、収益性を低下させ、将来への基盤を弱体化させる。そのため、製品ラインの取捨選択は、製品

の改良、新製品開発と同様に重要視すべき問題として位置づけられる必要がある。(コトラー；1965) 

②企業が事業撤退を考える際、キャッシュフロー、利益、シェアなどの数値基準で撤退を考えることは極めて危険

である。現在事業が赤字かどうかは、重要な参考情報の一つであるが、事業の存続・撤退を赤字や上記のような数値基

準で判断してはならない。なぜなら、撤退・存続というのは未来に関する決定だからだ。過去の情報が未来を考察する上で

重要であることは認める。しかし、過去と未来が断絶する現代の不連続的な事業環境では、過去の延長で未来を構想する

ことは危険である。また、赤字あるいは低シェアだからといって撤退していては、新しい事業は育たない。(日沖；2002) 

 



３．研究テーマの課題 

以上の２点が明らかになったため、私たちは企業が収益低下した製品を見直す流れは以下のプロセス(図１)であり、収益低

下が判明した後、現状よりも収益を上げるためにテコ入れするかしないかが、販売続行するか、終了するかの基準になると考えた。 

テコ入れとは、不調なものに助力して全体が順調にいくようにはかること。(広辞苑 第六版) 

(図１) 

 

 

 

 

                         

 

また、製品の販売続行・終了の研究を行うにあたり、消費者ニーズの変化が激しく、製品の入れ替わりが早い食品業界は、絞

り込みの意思決定を行う場面が多いと考え、本研究の対象を食品業界に絞る。 

食品業界とは、工業統計表の分類上、「食料品製造業」と「飲料・たばこ・飼料製造業」の２部門からなる。(総務省；2014) 

計 28 企業への取材・事例の整理と文献調査を並行して行い、テコ入れするかしないかの基準を導き出した。 

収益低下した製品を販売続行するか終了するかの基準は、テコ入れするかしないかである。その基準は、①コーポレート・ア

イデンティティ、②リーダーの意向、③社会貢献の目的、の有無である。 

４．課題解決策(新たなビジネスモデル・理論など) 

 上記で導き出した３つの基準が正しいかどうかを明らかにするため、文献調査を行った。 

1. コーポレート・アイデンティティ：企業がその主体性を確立するという意味で、個人のアイデンティティに対する集団のア

イデンティティのこと。企業が自社の特長や個性をはっきり示し、いついかなるところでも同一のイメージでみられるように

配慮することである。また、自分というものをはっきり定立すること、つまり、第一人称を確立ということでもある。企業はそ

の第一人称をはっきり定立しなければならない。利用者、顧客、地域社会の人々とのよりよいコミュニケーションを求める

という姿勢が、コーポレート・アイデンティティの根本的な考え方である。(加藤；1981) 

2. リーダーの意向：人間はカリスマ的資質をもつ人物に支配者としての正当性を与え、その言動を尊び、服従することに

疑念をもたない。したがって、カリスマは支配力の根源として圧倒的な資質になる。ここでいうカリスマ的資質とはきわめて

先天的で属人的で、非日常的な資質である。しかし、カリスマはしばしば負のイメージをともなっている。カリスマ的リーダ

ーには、独裁的で部下や周囲への配慮に欠けた非道徳的な特徴を示したり、全体の目的を無視して個人的目的を

追い求め、周囲の状況を見誤って非現実的な判断を下すなど自己中心的な強引さがつきまといがちである点に注意し

ておきたい。(塩次・高橋・小林；1999) 

3. 社会貢献の目的：直接的な見返りを期待せずに、企業活動と直接関係ない人たちの便益の向上にまで企業が関

与するという貢献方法のこと。また、企業本来の業務と直接関係ない分野でも、公共目的のために経営資源を活用

する責任。(樋口；1991) 

企業の社会貢献は、長期的な投資として戦略的に捉えられている。この土台となっているのが「啓発された自己利益」

という概念である。つまり健全な地域社会は企業活動を効率的に行うための必要条件である。それゆえ、フィランソロピ

ー(社会貢献)は企業としての利益に直接繋がらないかも知れないが、長期的かつ間接的には企業にとって有益なこと

である。(丹下；2001) 

 

 

 

 

 



５．研究・活動内容(アンケート調査、製品開発など) 

文献調査で明らかにされたことを、事例で裏付けるため、計 28 企業へ取材を行った。 

1. コーポレート・アイデンティティ 

森永製菓株式会社(以下森永)のチョコボールは、森永のコーポレート・アイデンティティのため、販売続行。(2019 年

11 月 1 日、森永製菓、メール取材) 

ピーナッツをチョコレートでコーティングした子供向けの競合品が登場し、チョコボールの個性が失われ、収益低下した。 

テコ入れ内容：大人の購買客を意識し、競合製品にない特徴である「おもちゃのカンヅメ」をリニューアルし、「開かずのカン

ヅメ」や「開かずのチョコボール」といった親子で楽しめる製品を開発。(日経デザイン、2019/11 月号) 

2. リーダーの意向 

エースコック株式会社(以下エースコック)のスーパーカップは、開発当時マーケティング部門を担当していた村岡氏(現社

長)の思い入れの強さから販売続行。(2019 年 11 月 1 日、エースコック、電話取材) 

この製品は、大盛りタイプの即席麺ブームの火付け役となったが、消費者ニーズの変化によりカップラーメン市場の大盛りタ

イプのシェアは 1990-1991 年でピーク時の 32％から 12％に下がった。スーパーカップも影響を受け、収益低下。 

テコ入れ内容：大物俳優を起用した広告や大規模な販売促進行動を行った。 (日経流通新聞/1992/2) 

3. 社会貢献の目的 

株式会社ブルボン(以下ブルボン)の缶入りカンパンは、災害時における救援物資として使用できる社会貢献度の高い製

品であるため、販売続行。(2019 年９月４日、ブルボン、メール取材) 

1930 年頃に発売されたが、常にそこまで収益がある製品ではない。 

テコ入れ内容：キャップをつけることにより、開封後のリパック性を向上させた。(ブルボン HP) 

６．結果や今後の取り組み 

 文献調査と企業への取材・事例の整理により、私達が導き出した 3 つの基準は正当性があると深めることができた。 

1. コーポレート・アイデンティティ 

他社と自社の差別化をすることに貢献するため、コーポレート・アイデンティティをもつ製品は、テコ入れをする。 

2. リーダーの意向 

リーダーが自己中心的な判断を下しても社員は疑念をもたないため、リーダーの意向が反映される製品はテコ入れを

する。 

3. 社会貢献の目的 

長期的かつ間接的に消費者の購買行動に繋がるため、社会貢献の目的を持つ製品は、テコ入れをする。 

 以上の３つが収益低下した製品を販売続行するか、終了するか判断する基準であると結論づける。 

  

今後の課題として、 

・食品業界以外でもこの 3 つの基準が当てはまるのか検証を行う。 

・今まではメーカーの視点でプロダクトを中心に研究をしてきたため、次はプレイスについて考えを深める。 

・ダイドードリンコ株式会社の取材で、製品の役割・目的を満たしていれば販売続行することを聞いたため、ここでいう役割・ 

目的とは何かを深めていく。 

・カルビー株式会社への取材で、競合品の参入を防ぐといった役割を果たしていれば販売継続する場合もあると聞いたが、文献が

まだ見つかっていないため、調査を続ける。 
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